
第２回学校訪問にみる各学校における取組【学校における働き方改革】 佐伯市立鶴見中学校

鶴見中学校では、佐伯市学校教育活動チャレンジ事業として「週３日の５時間授業」の実現に向けた調査研究を行い、取組の成果や課題を検証し、次年度以降の推進
につながる取組を進めている。

取組概要

◆働き方改革担当を中心に、教務主任、日課表担当、研究主任の４名
でプロジェクトチームを立ち上げ研究を進めている。

◆令和３年度の授業時数をもとに学校行事の精選・縮小を進め、授業時
数の見直しを行う。

工夫・ポイント

◆月･水･金を５コマとする週27コマの日課実施

◆長期休業中において授業日を設定
・夏休み 3年 8/22～24 9コマ 1･2年 8/23～24 6コマ

特徴的な活動

具体的な成果

実施計画

進捗状況 実施率 進捗状況 実施率 進捗状況 実施率
国語 A 34 A 31 A 46
社会 A 38 A 38 A 34
数学 A 35 A 41 A 39
理科 A 41 B 36 B 34
美術 A 34 B 34 A 26
保体 A 40 A 39 A 37
技家 A 34 A 31 A 49
英語 A 34 A 33 A 34
音楽 A 27 A 34 A 34
道徳 B 26 B 26 B 26
総合 A 46 A 50 A 30
〇1，2年生33%以下、3年生35%以下に黄色

1年 ２年 3年

教育課程の進捗管理

○ 生徒の生活時間の見直し・改善
→ 保護者との連携

○ 放課後学習(３年)の実施
→ 週５日 朝学習とリンク

○ ３年は高校入試、
１･２年は市学テに照準
→ 教育課程進捗管理

R4.２学期取組改善の方向性

時間外在校等時間（１人あたり）が減少 １学期の振り返り～生徒・保護者

◆担任や部活動顧問の時間外在校等時間が減少
◆教育課程の進捗状況はおおむね良好


